
安城学園報告討論会 第26回(2025年度) 基調講演

学校法人安城学園 学園長

寺部 曉

私たちの働き方・学び方の質を
変えるためにＡＩを！

─ AIトランスフォーメーション ─
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2025年6月2日(月)
日本経済新聞 朝刊 １面

社会全体に影響を与える
２５番目の汎用技術（ＧＰＴ）？

AGI(汎用人工知能)
Artificial General Intelligence
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長期的な記憶から継続的に学習できること

全分野の広範な知識データを備えていること

未知の状況や課題に対しても適応力を発揮できること

自律的に目標を計画し、そして行動できること

あらゆるネットワーク上の実務作業を操作できること

複雑なタスクを自律的に対話しながら遂行できること
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AIとの共存・共栄
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智性 徳性 身体 感性 行動

人
間 ○ ○ ○ ○ ○
Ａ
Ｉ ○ － ○ － △
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2025年４月2８日(月) 配信
Forbes JAPAN (Yahoo!ニュース）

https://forbesjapan.com/articles/detail/78536
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2025年５月７日(水) 配信
Forbes JAPAN (Yahoo!ニュース)

https://forbesjapan.com/articles/detail/78921
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2025年５月９日(金)
日本経済新聞 朝刊 12面

2025年５月8日(木) 配信
Forbes JAPAN (Yahoo! ニュース)

https://forbesjapan.com/articles/detail/78935
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※）YouTube動画「どうしてみんな１８年後のことを考えないのか。大学業界、暗黒の未来。」（大学イノベーション研究所 制作, https://youtu.be/rxPsmFsoLPU）を参考に作成

▼ ブランド私立大 (39校)

早慶上理 GMARCH 関関同立

成成明学獨國武 日東駒専 産近甲龍

大東亜帝国 摂神追桃

南山大、西南学院大

▼ 大規模私立大 (45校)

上記ブランド私立大を除いた

入学定員1,500名以上の私立大学

▼ 中小規模私立大等 (約８０0校)

上記以外の私立大学・短期大学等

2024年(令和6)

統計データ

１８歳人口

１０６万人

内、大学・短大進学者 ６６万人（進学率６２％）

国公立
大学

１３万

ブランド
私立大

１７．９万

大規模
私立大

１０．３万

中小規模
私立大等

約2２万

出生数

６８万人

2024年 出生数
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※）YouTube動画「どうしてみんな１８年後のことを考えないのか。大学業界、暗黒の未来。」（大学イノベーション研究所 制作, https://youtu.be/rxPsmFsoLPU）を参考に作成

▼ ブランド私立大 (39校)

早慶上理 GMARCH 関関同立

成成明学獨國武 日東駒専 産近甲龍

大東亜帝国 摂神追桃

南山大、西南学院大

▼ 大規模私立大 (45校)

上記ブランド私立大を除いた

入学定員1,500名以上の私立大学

▼ 中小規模私立大等 (約８０0校)

上記以外の私立大学・短期大学等

2024年 出生数
↓

１８年後（2042年）の
１８歳人口

2024年(令和6)

統計データ

１８歳人口

１０６万人

出生数

６８万人

内、大学・短大進学者 ６６万人（進学率６２％）

進学者予測 ４２万人 （進学率６２％で試算）

国公立
大学

１３万

国公立
大学

１３万

ブランド
私立大

１７．９万

ブランド
私立大

１７．９万

大規模
私立大

１０．３万

大規模
私立大

１０．３万

中小規模
私立大等

約2２万

パイの減少
約２２万人⇒約０．８万人

約０．８万人
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※ ２０24（令和6）年以前は、総務省統計局『人口推計』における「年齢各歳別総人口（10月1日現在）」より。
※ ２０25（令和7）年以降は、2015年から2024年までの平均変化量を前年の統計値に加算することを年ごとに繰り返して算出したもの。

統計値 推計値
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※ ２０24（令和6）年以前は、総務省統計局『人口推計』における「年齢各歳別総人口（10月1日現在）」より。
※ ２０25（令和7）年以降は、2015年から2024年までの平均変化量を前年の統計値に加算することを年ごとに繰り返して算出したもの。

統計値 推計値
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（少子化による）
顧客・労働力の減少

ＡＧＩの登場

顧客ニーズの変化

使えるAIの台頭

顧客ニーズの変化

豊かな地域産業

脅威 好機

…

…
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ＡＩの活用

既存の事業

既存の事業

劇的な
生産性の向上
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ＡＩの活用

既存の事業

既存の事業

劇的な
生産性の向上

新規事業の量産
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デジタイゼーション
(Digitization)

デジタライゼーション
(Digitalization)

デジタル トランスフォーメーション
(DX: Digital Transformation)

AI トランスフォーメーション
(AX: AI Transformation)

アナログ情報をデジタル形式に変換
情報のデジタル化

デジタルデータを活用して業務や仕事を変革
仕事・組織のデジタル化

デジタル技術を活用して
事業モデルや社会文化を革新

産業・社会のデジタル変容

AIの活用

AIを活用して
DXを推し進め

事業や社会を革新
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潜在能力の開発

with AIトラスフォーメーション(AX)

一人一人の生産性の劇的向上

イノベーションを興すための新規事業の量産
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人
間
が

できる 仕事になる

できない （仕事にならない）

人間の仕事
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AIが

できる できない

人
間
が

できる
人間でも
ＡＩでも

できる仕事
人間にしかできない仕事

できない
AIが活きる

仕事
（仕事にならない）

人間の仕事

仕事の機会が広がる
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AIが

できる できない

人
間
が

できる AIに任せる仕事 人間がすべき仕事

できない AIが活きる仕事 （仕事にならない）

本来の仕事に
集中

ＡＩの進歩
仕事の機会が
さらに広がる

極めることで
強みを生む
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潜在能力の開発 with AX

具体的な目標

現在の事業を半分の労働時間で行う

AIによって労働生産性を2倍にする

一人一人の顕在能力を2倍にする
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苦手への挑戦（第１の挑戦）

上達への挑戦（第２の挑戦）

未知への挑戦（第３の挑戦）

ＡＩの活用

既存の事業

既存の事業

劇的な
生産性の向上

新規事業の量産
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徳性

四大精神

行動

社会人基礎力

智性

pisa型学力

主体性

実行力

ストレス
コントロール力

獲得する力

 努力

苦手への挑戦（第１の挑戦）

未知への挑戦（第３の挑戦）

（挑戦への）
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自ら学ぶ 共に学ぶ
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AI活用能力に関する目標

３年後までに全職員が仕事で使える
（ルーブリックは生成ＡＩ利活用推進プロジェクトで作成中）

リーディングスキルに関する目標

３年後までに全職員が全国平均（Ｃ評価）以上
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人間にしかできないことができる

AI人材になろう！
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